
は
じ
め
に

同
志
社
大
学
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ハ
リ
ス

理
化
学
館
の
西
側
に
、
戦
前
同
志
社
に
学
ん
だ

韓
国
人
留
学
生
の
清
楚
な
詩
碑
が
二
つ
並
ん
で

立
っ
て
い
る
。
他
大
学
で
も
創
立
者
の
肖
像
や

学
校
を
顕
彰
す
る
記
念
碑
は
多
く
見
か
け
る

が
、
留
学
生
の
詩
碑
を
建
て
た
の
は
同
志
社
が

初
め
て
で
あ
っ
た
。
ど
ち
ら
も
韓
国
で
有
名
な

詩
人
で
あ
り
、
韓
国
の
文
学
史
に
大
き
な
足
跡

を
残
し
た
人
物
で
あ
る
。
い
ま
国
内
外
か
ら
の

見
学
者
が
絶
え
な
い
と
い
う
。
こ
の
二
つ
の
詩

碑
建
立
は
、
学
生
一
人
ひ
と
り
を
大
事
に
し
た

新
島
精
神
に
通
じ
、
直
接
に
は
同
志
社
の
国
際

同
志
社
人
物
誌
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主
義
の
発
露
で
あ
り
証
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

尹
東
柱
（
ユ
ン

ド
ン
ジ
ュ
）

日
本
で
最
も
愛
さ
れ
る
韓
国
詩
人

尹
東
柱
が
１
９
４
５
年
２
月
16
日
満
27
才
の

若
さ
で
福
岡
刑
務
所
に
て
無
念
の
死
を
と
げ
て

か
ら
今
年
で
62
年
に
な
る
。
ま
た
、
今
出
川
キ

ャ
ン
パ
ス
に「
同
志
社
校
友
会
コ
リ
ア
ク
ラ
ブ
」

の
提
案
を
受
け
、
95
年
２
月
そ
の
記
念
碑
が
建

て
ら
れ
て
か
ら
早
や
12
年
が
過
ぎ
た
。
こ
の
間

韓
国
で
は
こ
の
詩
人
に
つ
い
て
お
び
た
だ
し
い

研
究
論
文
、
研
究
書
が
発
表
さ
れ
、
生
前
無
名

で
あ
っ
た
一
青
年
は
い
ま
や
最
も
有
名
な
国
民

詩
人
と
な
っ
た
。
読
む
人
の
心
を
打
つ
暖
か
く

清
冽
な
叙
情
性
と
純
潔
な
倫
理
性
を
ひ
め
た
詩

は
、
特
に
若
者
に
愛
さ
れ
て
い
る
。
今
ま
で
尹

東
柱
は
抒
情
詩
人
、
抵
抗
詩
人
、
民
族
詩
人
、

キ
リ
ス
ト
教
詩
人
な
ど
い
ろ
い
ろ
の
呼
ば
れ
方

を
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
見
方
は
、
こ
の
詩
人

を
一
面
か
ら
見
た
表
現
で
あ
り
、
詩
人
の
本
質

は
こ
れ
ら
の
要
素
を
す
べ
て
包
摂
し
た
ト
ー
タ

ル
な
存
在
で
あ
る
。

日
本
で
は
こ
の
詩
人
は
80
年
代
か
ら
知
ら
れ

始
め
、
今
や
か
つ
て
の
抵
抗
詩
人
金キ

ム

芝ジ

河ハ

を
し

の
ぐ
人
気
を
博
し
て
い
る
。
全
国
各
地
に
研
究

72

同
　
志
　
社
　
人
　
物
　
誌
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尹
東
柱
と
鄭
芝
溶

―
二
つ
の
詩
碑
は
国
際
主
義
の
証
―

会
が
生
ま
れ
、
追
悼
の
行
事
は
絶
え
ず
、
記
念

碑
の
建
立
も
続
い
て
い
る
。
詩
人
の
遺
稿
詩
集

『
天
と
風
と
星
と
詩
』
の
日
本
語
訳
は
部
分
訳

を
含
め
る
と
す
で
に
５
種
類
が
刊
行
さ
れ
た
。

彼
の
詩
と
生
涯
は
国
語
教
科
書
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
、
テ
レ
ビ
で
も
紹
介
さ
れ
た
。
か
つ
て
こ

の
よ
う
に
注
目
さ
れ
、
日
本
人
の
心
を
深
く
捉

え
た
韓
国
の
詩
人
が
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
地
味

で
は
あ
る
が
静
か
な
ブ
ー
ム
と
よ
べ
る
動
き
が

各
地
に
広
が
っ
て
い
る
。

●
明
東
村
か
ら
東
京
ま
で

尹
東
柱
は
、
１
９
１
７
年
12
月
に
現
在
の
中

国
吉き

つ

林り
ん

省
延
辺

え
ん
ぺ
ん

朝
鮮
族
自
治
州
（
戦
前
の
満
州

間
島

カ
ン¦

ド

省
和フ

ァ

龍
リ
ョ
ン

県
）
明

ミ
ョ
ン

東ド
ン

村
で
朝
鮮
か
ら
の
開

拓
民
の
子
孫
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
家
庭
に
生
ま

れ
た
。
31
年
に
明
東
小
学
校
を
卒
業
、
中
学
は

満
州
の
龍
井
の
恩ウ

ン

真ジ
ン

中
学
校
と
光

ク
ア
ン

明
ミ
ョ
ン

学
園
中

学
部
、
一
時
平
壌
の
崇ス

ン

実シ
ル

中
学
校
に
学
ん
だ
。

民
族
主
義
の
強
い
風
土
で
育
ち
、
キ
リ
ス
ト
教

信
仰
を
深
め
た
。
17
歳
頃
か
ら
詩
作
を
始
め
、

童
謡
に
優
れ
た
も
の
を
残
し
た
。
38
年
４
月
、

日
本
統
治
下
の
ソ
ウ
ル
に
あ
っ
た
延ヨ

ン

禧ヒ

専
門
学

校
文
科
に
入
学
。
在
学
時
、
神
社
参
拝
の
強
制
、

朝
鮮
語
授
業
の
廃
止
、
朝
鮮
語
新
聞
の
廃
刊
、

「
創
氏
改
名
」
制
度
の
実
施
な
ど
植
民
地
統
治

の
過
酷
さ
を
体
験
、
そ
れ
ら
一
つ
一
つ
が
彼
の

純
真
な
心
を
苦
し
め
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期

は
良
き
師
と
多
く
の
親
友
に
恵
ま
れ
、
勉
学
と

詩
作
に
打
ち
込
め
た
彼
の
短
い
人
生
の
中
で
最

も
幸
せ
な
時
で
あ
っ
た
。1

死
ぬ
日
ま
で
天
を

仰
ぎ
、
一
点
の
恥
な
き
こ
と
を2

で
始
ま
る
彼

の
代
表
作
「
序
詩
」
な
ど
今
に
残
る
名
作
の
多

く
は
こ
の
時
期
に
生
ま
れ
た
。
41
年
12
月
の
卒

業
記
念
に
自
薦
の
詩
19
編
を
収
め
た
『
天
と
風

と
星
と
詩
』
の
刊
行
を
企
て
る
が
、
当
時
禁
止

さ
れ
て
い
た
ハ
ン
グ
ル
（
朝
鮮
語
）
詩
集
で
あ

っ
た
た
め
実
現
し
な
か
っ
た
。
42
年
４
月
留
学

の
た
め
や
む
な
く
「
平
沼
東
柱
」
と
日
本
式
に

改
名
し
渡
日
、
立
教
大
学
文
学
部
英
文
科
選
科

に
入
学
し
た
。
東
京
に
は
４
ヵ
月
滞
在
し
、
孤

独
の
生
活
を
垣
間
見
せ
る1
６
畳
部
屋
は
他
人

の
国2

と
詠
っ
た
「
た
や
す
く
書
か
れ
た
詩
」

な
ど
五
編
の
秀
作
を
残
し
退
学
、
京
都
に
移
っ

た
。

●
京
都
に
お
け
る
尹
東
柱

尹
東
柱
は
42
年
10
月
１
日
同
志
社
大
学
文
学

部
文
化
学
科
英
語
英
文
学
専
攻
に
選
科
生
と
し

て
入
学
し
た
。
親
友
も
い
た
美
し
い
京
都
に
魅

力
を
感
じ
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
で
自
由
な
学
風

に
惹
か
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
在

学
中
の
43
年
７
月
14
日
に
、
独
立
運
動
の
嫌
疑

で
下
鴨
警
察
署
に
逮
捕
さ
れ
る
が
、
こ
の
間
の

彼
の
生
活
や
文
筆
活
動
な
ど
に
つ
い
て
は
肝
心

の
彼
の
日
記
、
詩
な
ど
の
原
稿
、
手
紙
類
、
書

籍
な
ど
す
べ
て
押
収
さ
れ
行
方
不
明
と
な
っ
て

い
る
た
め
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ

若
干
の
情
報
と
し
て
、
官
憲
側
の
取
調
べ
記
録

と
京
都
地
裁
で
の
判
決
文
、
生
前
京
都
で
会
っ

た
親
戚
の
尹ユ

ン

永ヨ
ン

春
チ
ュ
ン

、
金キ

ム

禎
ジ
ョ
ン

宇ウ

の
証
言
、
大
学

の
韓
国
人
友
人
金キ

ム

一イ
ル

龍ヨ
ン

氏
、
同
級
生
北
島
萬
里

子
、
森
田
ハ
ル
両
氏
等
の
回
想
な
ど
か
ら
そ
の

断
片
を
知
る
し
か
な
い
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
従

宇

治

郷
　
毅

（

）

元
国
立
国
会
図
書
館
副
館
長

１
９
６
８
年
大
学
院
法
学
研
究
科

修
士
課
程
修
了

延禧専門学校卒業時の尹東柱
（1941年12月）



は
決
し
て
行
動
派
で
は
な
い
が

民
族
意
識
を
強
く
持
ち
、
良
心

に
忠
実
に
生
き
よ
う
と
し
て
い

た
姿
が
浮
か
ん
で
く
る
。1

一

日
の
鬱
憤
を
洗
い
流
す
す
べ
も

な
く
、
静
か
に
目
を
閉
じ
れ
ば
、

心
の
中
に
流
れ
る
声
、
今
思
想

が
リ
ン
ゴ
の
よ
う
に
自
然
に
熟

れ
て
き
ま
す2

（
詩
「
帰
っ
て

来
て
見
る
夜
」）
詩
人
は
京
都

で
ど
の
よ
う
な
声
を
聞
き
、
ど

の
よ
う
な
思
想
を
育
て
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

大
学
で
は
、
英
文
学
史
、
英

文
学
演
習
、
英
作
文
（
滝
山
教

授
）、
英
作
文
（
南
石
教
授
）、

新
聞
学
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
科
目

を
受
講
し
た
。
成
績
は
よ
か
っ

た
が
、
静
か
で
目
立
た
な
い
存

在
で
あ
っ
た
と
い
う
。
同
志
社

時
代
の
彼
の
様
子
を
知
り
う
る

写
真
が
一
枚
残
っ
て
い
る
。
43
年
春
学
友
８
人

と
宇
治
川
に
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
っ
た
時
の
も
の

で
、
学
生
服
、
学
帽
姿
で
寂
し
い
顔
で
中
央
に

立
っ
て
い
る
も
の
だ
。
在
学
中
に
逮
捕
さ
れ
、

最
後
非
業
の
死
を
と
げ
た
こ
と
を
思
う
と
一
時

で
も
学
友
と
憩
い
の
時
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は

少
し
救
わ
れ
る
気
が
す
る
。
結
局
彼
は
ハ
ン
グ

ル
で
詩
作
し
、
数
人
の
韓
国
人
の
学
友
と
朝
鮮

の
状
況
に
つ
い
て
議
論
し
、
現
状
を
批
判
し
た

こ
と
が
治
安
維
持
法
に
違
反
す
る
と
い
う
理
由

で
逮
捕
さ
れ
た
。
わ
ず
か
10
カ
月
の
学
校
生
活

だ
っ
た
。
京
都
地
裁
で
「
独
立
運
動
」
罪
で
２

年
の
刑
を
受
け
、
福
岡
刑
務
所
に
送
ら
れ
、
正

体
不
明
の
注
射
を
打
た
れ
祖
国
の
解
放
を
見
る

こ
と
な
く
獄
死
し
た
。
朝
鮮
の
解
放
後
48
年
１

月
に
初
め
て
遺
稿
詩
集
『
天
と
風
と
星
と
詩
』

が
同
志
社
の
先
輩
鄭
芝
溶
ら
の
努
力
で
刊
行
さ

れ
た
（
序
文
は
鄭
芝
溶
の
筆
に
な
る
名
文
で
あ

る
）。
ま
た
昨
年
彼
が
京
都
時
代
に
住
ん
で
い

た
左
京
区
田
中
高
原
町
の
武
田
ア
パ
ー
ト
跡
に

京
都
造
形
芸
術
大
学
に
よ
り
記
念
碑
が
建
て
ら

れ
た
。

●
三
つ
の
記
念
碑

尹
東
柱
の
詩
碑
は
各
地
に
あ
る
が
、
次
の
三

つ
が
歴
史
的
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
い
ず
れ

も
石
碑
の
前
面
に
「
序
詩
」
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

第
一
は
、
68
年
に
ソ
ウ
ル
の
母
校
延ヨ

ン

世セ

大
学
校

同
志
社
人
物
誌
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兄
の
京
都
帝
大
生
宋ソ

ン

夢モ
ン

奎ギ
ュ

（
共
に
逮
捕
さ
れ
獄

死
）
ら
少
数
の
友
人
と
は
交
際
し
た
が
、
通
学

以
外
は
ア
パ
ー
ト
の
一
室
で
孤
独
の
中
で
読
書

と
詩
作
に
没
頭
し
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
こ
か
ら

74

内
に
「
延
世
大
学
総
学
生
会
」
が
建
て
た
も
の
。

こ
れ
は
彼
を
直
接
知
る
関
係
者
に
よ
る
追
慕
碑

で
あ
る
と
言
え
る
。
第
二
は
、
忠
清
南
道
天
安

市
の
「
独
立
記
念
館
」
の
愛
国
詩
・
語
録
の
庭

に
90
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
。
こ
れ
は
国
家
に

よ
っ
て
独
立
運
動
家
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
意

味
し
、
民
族
主
義
の
立
場
か
ら
の
顕
彰
碑
で
あ

る
。
第
三
は
、
同
志
社
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の

も
の
。
こ
れ
は
留
学
生
を
国
際
交
流
の
立
場
か

ら
重
視
し
、
国
際
主
義
の
立
場
よ
り
建
て
た
詩

碑
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
同
時
に
過
去
の
誤
り

に
対
す
る
反
省
と
未
来
の
友
好
関
係
創
出
へ
の

決
意
表
明
の
意
味
も
も
っ
て
い
る
。

（
参
考
文
献
）

尹
一
柱
編
・
伊
吹
郷
訳
『
尹
東
柱
全
詩
集
　
空

と
風
と
星
と
詩
』（
影
書
房
、
１
９
９
４
年
）

日
本
基
督
教
団
出
版
局
編
刊
『
死
ぬ
日
ま
で
天

を
仰
い
で
―
キ
リ
ス
ト
者
詩
人
・
尹
東
柱
』

（
１
９
９
５
年
）

尹
東
柱
詩
碑
建
立
委
員
会
編
『
星
う
た
う
詩
人

尹
東
柱
の
詩
と
研
究
』（
三
五
館
、
１
９
９
７
年
）

上
野
潤
編
訳
『
天
と
風
と
星
と
詩
』（
詩
画
工

房
、
１
９
９
８
年
）

鄭
芝
溶
（
チ
ョ
ン

ジ
ヨ
ン
）

蘇
る
抒
情
詩
人

戦
前
の
同
志
社
の
諸
学
校
に
は
朝
鮮
か
ら
の

多
く
の
留
学
生
が
学
ん
だ
。
卒
業
生
に
は
優
れ

た
功
績
を
残
し
た
人
が
多
い
が
、
詩
人
鄭
芝
溶

も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
彼
は
韓
国
で
は
日
本
時

代
か
ら
近
代
詩
の
先
駆
者
と
し
て
の
評
価
を

得
、
詩
壇
の
中
心
で
活
躍
し
た
。
解
放
後
の
活

躍
も
め
ざ
ま
し
か
っ
た
が
、
不
幸
に
し
て
１
９

５
０
年
ご
ろ
亡
く
な
っ
た
。
政
治
的
理
由
で
一

時
忘
れ
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
が
、
80
年
代
か

ら
再
評
価
が
起
り
、
今
で
は
韓
国
文
学
史
の
高

嶺
に
位
置
し
て
い
る
。

日
本
で
こ
の
詩
人
が
初
め
て
翻
訳
紹
介
さ
れ

た
の
は
金キ

ム

素ソ

雲ウ
ン

訳
編
『
乳
色
の
雲
』（
河
出
書

房
、
40
年
、
戦
後
『
朝
鮮
詩
集
』
に
再
録
）
で

あ
っ
た
。
同
志
社
の
刊
行
物
で
鄭
芝
溶
が
初
め

て
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
本
誌
の
52
号
（
74
年
９

月
）
の
拙
文
「
同
志
社
に
学
ん
だ
三
人
の
朝
鮮

人
詩
人
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
中
で
、
呉オ

相サ
ン

淳ス
ン

、

鄭
芝
溶
、
尹
東
柱
の
紹
介
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ

ら
同
志
社
出
身
の
三
人
の
詩
人
が
韓
国
文
学
史

に
占
め
る
位
置
は
大
変
大
き
い
が
、
日
本
で
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
詩
人
が

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
京
都
新
聞

（
98
年
11
月
30
日
）
で
「
韓
国
の
天
才
詩
人
京

に
再
生
」
の
記
事
が
で
て
か
ら
で
、
あ
わ
せ
て

有
志
に
よ
る
詩
碑
建
立
の
動
き
が
起
こ
っ
た
。

尹　東　柱
（ユン ドンジュ）

1917・12・30～1945・2・16
韓国の国民的詩人。現在の中国東北部
（当時の満州間島省）で生まれ、ソウル
の延禧専門学校を経て、日本の立教大
学、同志社大学に学ぶ。同志社には42
年10月1日文学部文化学科の選科生と
して入学、翌年7月14日「治安維持法
違反(独立運動)」の罪で逮捕され、45
年福岡刑務所で獄死した。95年2月同
志社大学今出川校地に詩碑が建立され
た。遺稿詩集に『天と風と星と詩』が
ある。詩集は各国語に翻訳され、「尹東
柱文学賞」が設けられている。

徽文高等普通学校英語教師時代
の鄭芝溶。1930年
（金 東著『鄭芝溶研究』から）

同志社大学の同期生と宇治川でピクニックに興じる尹東柱（前列2人目）
1943年初夏（『星歌う詩人』から）



●
詩
碑
建
立

２
０
０
５
年
12
月
18
日
、
大
学
今
出
川
キ
ャ

ン
パ
ス
で
鄭
芝
溶
詩
碑
除
幕
式
が
挙
行
さ
れ

た
。「
鴨
川
　
十
里
の
河
原
に
　
日
は
暮
れ
て

…
日
は
暮
れ
て
…
」
で
始
ま
る
京
都
時
代
の
代

表
作
「
鴨
川
」
の
全
文
を
日
本
語
と
ハ
ン
グ
ル

で
刻
ん
だ
流
麗
な
詩
碑
が
生
ま
れ
た
。
韓
国
の

沃
川
郡
と
鄭
芝
溶
記
念
事
業
会
か
ら
の
申
し
出

で
あ
っ
た
が
、
一
留
学
生
の
記
念
碑
を
建
て
る

こ
と
を
英
断
し
た
同
志
社
の
国
際
主
義
の
発
露

で
あ
っ
た
。
式
辞
で
、
八
田
英
二
学
長
が
「
韓

の
俊
才
を
詩
壇
に
送
り
込
み
、
後
輩
の
育
成
に

努
め
た
功
績
も
大
き
い
。
35
年
に
『
鄭
芝
溶
詩

集
』、
41
年
に
『
白
鹿
潭

ペ
ン
ノ
ク
タ
ム

』
を
刊
行
す
る
が
、

こ
れ
ら
は
韓
国
の
現
代
詩
を
確
立
し
た
も
の
と

評
価
を
受
け
て
い
る
。
洗
練
さ
れ
た
詩
語
の
美

し
さ
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
、
叙
情
性
、
宗
教
性
が
渾

然
と
し
た
詩
は
文
学
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
。
尹
東
柱
は
鄭
芝
溶
の
詩
集
を
愛
読
し
、
そ

の
詩
に
心
酔
し
て
い
る
。
45
年
の
解
放
後
、
梨イ

花フ
ァ

女
子
専
門
学
校
（
現
梨
花
女
子
大
学
）
教
授

や

京
郷
新
聞
の
主
幹
を
勤
め
た
。
詩
集
『
芝

溶
詩
選
』、
散
文
集
『
文
学
読
本
』『
散
文
』
を

刊
行
し
た
。『
散
文
』
は
自
ら
経
営
し
た
出
版

社
「
同
志
社
」
か
ら
出
版
し
て
い
る
。
50
年
６

月
朝
鮮
戦
争
が
起
り
、
不
幸
に
も
直
後
北
朝
鮮

に
連
行
さ
れ
行
方
不
明
と
な
っ
た
（
50
年
末
死

亡
説
が
有
力
）。
鄭
芝
溶
は
韓
国
で
は
長
く
誤

解
を
受
け
文
学
史
上
で
黙
殺
さ
れ
て
き
た
が
、

80
年
代
名
誉
回
復
さ
れ
、
現
在
「
韓
国
現
代
詩

の
父
」
と
呼
ば
れ
る
。
88
年
か
ら
毎
年
故
郷
の

沃
川
巴
で
「
鄭
芝
溶
文
学
祝
祭
」
が
盛
大
に
行

わ
れ
、
89
年
よ
り
韓
国
の
７
大
文
学
賞
の
一
つ

と
し
て
「
鄭
芝
溶
文
学
賞
」
が
制
定
さ
れ
た
。

鄭
芝
溶
は
現
在
、
尹
東
柱
と
な
ら
ん
で
韓
国
の

若
者
に
最
も
人
気
の
あ
る
詩
人
と
な
っ
て
い
る
。

同
志
社
人
物
誌

77

そ
の
後
日
本
で
の
初
め
て
の
訳
詩
集
『
鄭
芝
溶

詩
選
』
が
２
０
０
２
年
11
月
に
刊
行
さ
れ
、
広

く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。04
年
12
月
に
は
、

同
志
社
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
と
国
際
韓
人
文
学

会
の
共
催
で
「
京
都
に
お
け
る
韓
・
日
文
学
交

流
の
歩
み
」
と
い
う
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
同

志
社
大
学
で
開
催
さ
れ
、
尹
東
柱
、
鄭
芝
溶
ら

京
都
に
学
ん
だ
韓
国
人
文
人
に
つ
い
て
の
研
究

が
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
が
05
年
12
月
の
同
志

社
大
学
の
鄭
芝
溶
詩
碑
建
立
に
結
実
し
た
。

●
生
涯
―
同
志
社
時
代
を
中
心
に

鄭
芝
溶
は
１
９
０
２
年
５
月
忠
清
北
道
沃オ

ク

川
チ
ョ
ン

郡
沃
川
面
（
村
）
に
生
ま
れ
た
。
生
家
は
幼
少

時
没
落
し
貧
し
か
っ
た
が
、
地
元
の
普
通
学
校

を
終
え
る
と
、
ソ
ウ
ル
の
徽
文
高
等
普
通
学
校

に
入
学
し
た
。こ
の
時
期
よ
り
文
才
を
発
揮
し
、

23
年
奨
学
金
を
得
て
同
志
社
大
学
予
科
に
入
学

し
た
。
鄭
芝
溶
の
生
涯
で
同
志
社
が
も
つ
意
味

は
大
き
い
。
そ
れ
は
彼
の
文
学
者
と
し
て
の
基

礎
を
作
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
文
壇
に
デ
ビ
ュ

ー
を
果
た
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
キ
リ
ス

ト
教
信
仰
を
深
め
た
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
26
年
に
大
学
予
科
を
卒
業
、
大
学
文

学
部
英
文
科
で
３
年
間
学
び
、
29
年
３
月
に
卒

業
し
た
。
中
退
者
が
多
か
っ
た
当
時
の
留
学
生

の
中
で
は
長
期
在
学
し
た
数
少
な
い
ケ
ー
ス
で

あ
っ
た
。
当
時
の
大
学
は
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
も
と
学
園
に
は
優
れ
た
教
師
も
多
く
自
由
の

気
が
漂
っ
て
お
り
、
鄭
芝
溶
も
韓
国
人
学
友
と

と
も
に
青
春
を
謳
歌
し
た
。
彼
は
18
世
紀
の
英

国
詩
人
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
ー
ク
を
卒
業
論
文

テ
ー
マ
に
選
び
、
勉
学
と
詩
作
に
励
ん
だ
。
当

時
朝
鮮
の
芸
術
に
造
詣
の
深
か
っ
た
柳
宗
悦
同

志
社
女
専
教
授
が
大
学
の
講
師
と
し
て
ブ
レ
ー

ク
を
講
じ
て
お
り
、
鄭
芝
溶
も
受
講
し
た
。
勉

学
の
か
た
わ
ら
日
本
の
文
芸
雑
誌
『
近
代
風

景
』
等
に
日
本
語
の
詩
を
投
稿
し
、
北
原
白
秋

か
ら
注
目
さ
れ
た
。
ま
た
京
都
朝
鮮
留
学
生
学

友
会
雑
誌
『
学
潮
』
に
「
カ
フ
エ
・
フ
ラ
ン
ス
」

「
鴨
川
」
な
ど
の
珠
玉
の
よ
う
な
詩
を
発
表
し

た
。『
同
志
社
文
学
』
に
も
詩
「
馬
」（
28
年
）

を
発
表
し
た
。
こ
れ
ら
の
詩
や
京
都
時
代
を
回

想
し
た
散
文
「
鴨
川
上
流
」
に
は
京
都
の
美
し

い
自
然
に
触
発
さ
れ
て
故
国
と
故
郷
を
思
い
や

る
抒
情
と
と
も
に
異
郷
に
と
け
こ
め
な
い
疎
外

感
と
民
族
的
葛
藤
が
表
れ
て
い
る
。
彼
は
在
学

中
熱
心
に
教
会
に
通
い
同
志
社
教
会
で
洗
礼
を

受
け
た
が
、
後
年
は
敬
虔
な
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者

と
し
て
生
き
た
。

29
年
帰
国
後
は
、
ソ
ウ
ル
で
英
語
教
師
の
か

た
わ
ら
詩
、
散
文
、
評
論
で
め
ざ
ま
し
い
活
躍

を
し
、
30
年
代
の
詩
壇
の
代
表
的
存
在
と
な
っ

た
。『
詩
文
学
』
と
「
九
人
会
」
の
同
人
と
し

て
純
粋
文
学
の
立
場
に
立
ち
、
当
時
流
行
の
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
と
は
一
線
を
画
し
た
。
多
く

76

国
の
文
学
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
二
人
の

詩
人
が
、
い
ま
心
の
ふ
る
さ
と
同
志
社
で
あ
つ

い
詩
論
を
交
わ
す
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
た

言
葉
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
参
列
者
は
、
日
韓

友
好
と
交
流
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
た
。

（
参
考
文
献
）

『
鄭
芝
溶
詩
選
』（
花
神
社
、
２
０
０
２
年
）

呉
養
鎬
「
芝
溶
文
学
散
考
」（『
京
都
産
業
大
学

日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
５
号
、
２
０
０
０
年
）

斉
藤
真
理
子「
わ
か
り
そ
う
な
す
が
た
の
ひ
と
」

（『
言
語
文
化
』
第
17
号
、
２
０
０
０
年
）

水
野
直
樹
「
朝
鮮
人
留
学
生
た
ち
の
京
都
」

（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
『
人
文
研
ブ

ッ
ク
レ
ッ
ト
』
16
、
２
０
０
３
年
）

鄭　芝　溶
（チョン ジヨン）

1902・5・15～正確な死亡年月不明
（50年頃か）

韓国の詩人。ソウルの徽文高等普通学校を
経て、同志社大学の予科と英文科に6年間
学ぶ。卒業後、日本統治下の朝鮮で詩、散
文、評論などで活躍、詩壇の代表的存在と
なる。解放後は大学の教授としてまた文壇
の重鎮として活躍したが、朝鮮戦争勃発直
後北朝鮮に連行された。詩集『鄭芝溶詩集』、
『白鹿潭』など多くの著述があり、韓国文学
史に大きな足跡を残した。「韓国現代詩の父」
とも呼ばれる。2005年12月今出川校地の
尹東柱詩碑の隣に鄭芝溶詩碑が建立された。

日韓関係者による除幕式
（左から4人目が八田英二大学長）

大学今出川キャンパスに並んで建つ尹東柱（左側）と鄭芝溶（右側）の詩碑


